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事業の名称等

令和元年９月２４日、９月２９日、１０月９日及びその準備期間

熊谷ラグビー場及び市内小中学校

（目的）
ラグビーワールドカップ２０１９™埼玉・熊谷開催日である９月２４日、９月２９
日、１０月９日に、市内全小中学生（約１４，０００人）が試合を観戦する。各学
校では、「くまがやラグビー・オリパラプロジェクト」の取組として、出場国につ
いて学んだり、オリジナルの応援グッズを作成したりし、彩りが豊かな心のこもっ
た応援により会場を盛り上げる。また、国歌斉唱や応援を通じ、選手と共に試合の
臨場感を味わい、熊谷の子供たちに一生心に残る無形のレガシーを構築することを
目的とする。
（内容）
・事前学習によって出場国の歴史や文化・ラグビーについて学びます。
・出場国をイメージした子どもたちオリジナルの応援グッズを作り、当日は両国を
応援し、会場を盛り上げます。
・各学校で出場国（両国）の国歌を学習（練習）し、大会時の国歌斉唱では、選手
や外国からのお客さんを国歌でおもてなしします。
（観戦計画）
９月２４日（火）１９：１５～　ロシアＶサモア
中学生【１年～３年】１６校（生徒＋職員等　計４，２９０人）
９月２９日（日）１４：１５～　ジョージアＶウルグアイ
小学生【１年～６年】１４校（児童＋職員等　計４，９３５人）
１０月９日（水）１３：４５～ アルゼンチンＶアメリカ
小学生【１年～６年】１５校（児童＋職員等　計４，９７８人）

※児童・生徒の参加率は、９３．９％
※原則として小中学生ともに貸し切りバスにて輸送する。（会場周辺の学校は、徒
歩）

特徴やPRポイント

・オリジナルの応援グッズを使用した彩りが豊かな見栄えのある応援や、児童生
徒・教職員約５，０００人と市民が一体となった国歌の斉唱が実現し、ワールド
カップそのものを盛り上げる効果が期待できます。
・対戦国についての事前学習や応援準備を通じ、選手と一体となり歴史的大会を味
わうことにより、熊谷の子供たちに一生心に残る無形のレガシーを構築することが
できます。

本市は、「ラグビータウン熊谷」として、子どもたちの心身の健全な育成に向け
て、ラグビー（タグラグビー）の普及・発展を図っている。そのため、昨年１１月
３日には、市内全小中学生を「ラグビータウン熊谷」のジュニアサポーターに任命
した。
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